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（５月31日現在） 

苫前町議会だより（No.60）合併号 
「議会だより」は2頁～5頁に掲載しています。 

６月といえば運動会
町内の小中学校並びに保育園（所）では
毎年恒例の運動会・体育大会が行われ、
児童・生徒・幼児らは、家族とともに楽しい一日を過ごした。
プログラムでは、綱引きやリレー、大玉転がしなど
運動会ならではの種目や、
タンブリング（古中）、大縄跳び（苫中）など
それぞれが伝統的に取り組む種目もあり、
父母や祖父母もはりきって参加していた。
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第２回定例会
平
成
17
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月
16
日
招
集
さ
れ
会
期

を
17
日
ま
で
の
二
日
間
と
決
め
、
町
長
提
出
の
予
算
四
件
、

条
例
改
正
等
五
件
、
議
員
提
出
の
意
見
案
等
六
件
の
議
案

を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
た
。

議
　
案
　
の
　
内
　
容

議
案
第
45
号

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

補
正
額
　
　
　
一
五，

九
四
〇
千
円

総
　
額
　
　
七
〇
三，

九
七
九
千
円

議
案
第
46
号

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

補
正
額
　
　
　
一
八，

一
四
〇
千
円

・
東
川
橋（
水
道
管
）災
害
復
旧
工
事

九，

五
三
六
千
円
追
加

・
東
雲
橋（
水
道
管
）災
害
復
旧
工
事

八，

六
〇
四
千
円
追
加

総
　
額
　
　
三
三
六，

四
三
二
千
円

議
案
第
47
号

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
国
民
健
康
保
険
税
介
護

納
付
金
の
税
率
の
改
正
）

議
案
第
48
号

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

補
正
額
　
　
　
　
二，

一
七
八
千
円

減
　
額
　
　
　
　
二，

一
七
八
千
円

総
　
額
　
　
四
八
八，

四
四
五
千
円

諮
問
第
１
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

大
矢
根
正
春
氏
（
字
古
丹
別
二
四

一
番
地
）

推
薦
第
１
号

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

大
矢
根
正
春
氏
（
字
古
丹
別
二
四

一
番
地
）

意
見
案
第
１
号

緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付
金
制

度
の
延
長
・
改
善
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
つ
い
て

意
見
案
第
２
号

北
海
道
に
お
け
る
「
市
町
村
合
併
推

進
に
関
す
る
構
想
」
策
定
等
に
関
す

る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

意
見
案
第
３
号

道
路
整
備
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て

意
見
案
第
４
号

温
暖
化
ガ
ス
吸
収
源
と
し
て
の
森
林

機
能
対
策
充
実
に
関
す
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
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第２回定例会平成１７年
平成１７年度苫前町各会計補正予算

一般会計 ３千８９１万７千円を追加し
歳入歳出予算の総額を４１億５，７８９万７千円とする。

補 正 予 算 の 主 な も の
議案第４４号 一般会計（第２号）
地域集会施設改修補助金　　　　　　　　　　　　 ２，３６２千円
◎　港生活改善センター　外壁補修工事　　　　　　 １，８００千円
◎　力昼生活会館　　　　窓雪止め柵取り付け工事　　　　 １８２千円
◎　旭克雪管理センター　軒先腐食補修工事　　　　　　　 ３３０千円
◎　小川研修センター　　駐車場陥没箇所補修工事　　　　　 ５０千円

苫前町地域通貨試験流通事業補助金（１/２国庫補助含む） ２，２６４千円
新日本海地域交流センター運営補助金　　　　 ２３，０００千円
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こ
の
案
件
は
国
の
構
造
改
革
の
基

本
方
針
に
伴
い
「
民
間
で
出
来
る
こ

と
は
民
間
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た

も
の
で
あ
る
と
思
う
。
単
に
行
政
側

が
財
政
危
機
の
深
刻
化
に
伴
う
歳
出

の
抑
制
だ
け
で
は
な
く
。
行
政
が
行

な
っ
て
き
た
事
業
や
事
務
を
洗
い
直

し
、
町
政
が
や
る
べ
き
こ
と
と
民
間

委
託
の
方
が
よ
り
よ
い
も
の
を
総
合

的
に
精
査
、
整
理
す
る
も
の
と
と
も

に
多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
、
特
に

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
性
、
安
定
性
へ
ど

う
対
応
す
る
の
か
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

と
私
は
強
く
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
れ
か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
指

定
管
理
者
の
範
囲
が
広
が
り
、
民
間

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
含
む
法
人
そ

の
他
の
団
体
が
議
会
の
議
決
を
経
て
、

公
の
施
設
の
管
理
を
行
な
う
こ
と
が

可
能
と
な
る
わ
け
で
す
が
次
の
点
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

①
町
内
に
お
い
て
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
委
託
が
考
え
ら
れ
る
施
設
は
。

②
財
政
的
メ
リ
ッ
ト
を
ど
う
確
立
す

る
の
か
。
仮
に
来
年
３
月
以
降
協
定

締
結
す
る
と
委
託
料
が
発
生
す
る
。

こ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど
う
メ
リ
ッ
ト

に
結
び
つ
け
る
方
策
は
。

公
の
施
設
の
管
理
に
関
す
る
制
度

が
改
正
さ
れ
、
管
理
の
委
託
制
度
か

ら
、
民
間
事
業
者
を
含
む
指
定
管
理

者
に
よ
る
管
理
の
代
行
制
度
へ
の
転

換
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
法
改
正
の
背
景
と
し
て
、

①
「
官
か
ら
民
へ
」
の
行
財
政
運
営

の
構
造
改
革
及
び
規
制
緩
和
の
観
点
、

②
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費

削
減
」、③
「
自
治
体
出
資
法
人
の
経

営
健
全
化
と
整
理
、
統
廃
合
」
の
三

つ
の
観
点
が
あ
る
も
の
と
承
知
し
て

お
り
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
条
例
の
趣
旨
、
内

容
等
を
踏
ま
え
、
指
定
管
理
者
制
度

の
適
切
な
対
応
を
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
に
つ

い
て
は
、
新
日
本
海
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
、
苫
前
町
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
苫
前
町
若
者
交
流

セ
ン
タ
ー
、
シ
ー
フ
ロ
ン
ト
パ
ー
ク

と
こ
れ
に
類
す
る
包
括
的
業
務
委
託

を
行
な
っ
て
い
る
苫
前
町
青
少
年
研

修
セ
ン
タ
ー
の
五
施
設
は
、
現
下
の

状
況
で
は
、
直
営
に
戻
す
こ
と
が
相

当
困
難
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
お
り
ま
す
の
で
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
を
取
り
組
む
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
苫
前
町
公
民
館
な
ど
の
施

設
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
町
の
行
政

機
関
等
が
、
行
政
の
推
進
・
運
営
と

一
体
的
に
公
の
施
設
を
管
理
・
運
営

な
ど
し
て
い
る
場
合
に
つ
き
ま
し
て

は
、
指
定
管
理
者
制
度
が
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
経
費
削
減
に
直
ち
に

結
び
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
こ

と
か
ら
、
当
面
、
公
の
施
設
の
直
営

を
堅
持
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
直
営
を
継
続
す
る
場
合

に
あ
り
ま
し
て
も
、
業
務
委
託
の
徹

底
活
用
な
ど
に
よ
る
経
費
節
減
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
不
断
の
努
力
を
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

条
例
制
定
に
あ
た
り
、
現
状
の
認

識
・
分
析
（
町
全
体
）
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。
ま
ず
、
こ
こ

を
町
民
等
（
町
民
・
議
会
・
職
員
）

に
周
知
・
情
報
提
供
と
し
て
流
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
ど
の
よ

う
に
な
り
、
無
理
が
生
じ
な
い
の
か
、

危
険
で
は
な
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な

政
策
実
行
に
結
び
付
け
て
い
く
の
か
。

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
・
「
ま
ち
づ

く
り
出
前
講
座
」
各
分
野
に
お
け
る

説
明
会
等
な
ど
で
積
極
的
に
情
報
を

公
開
す
る
と
と
も
に
、
町
民
と
共
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
基
本
姿
勢
を
あ
ら
ゆ
る
行
政

分
野
に
拡
大
さ
せ
、
発
展
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

条
例
の
内
容
は
、
町
民
の
暮
ら
し

を
制
約
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ

か
ら
の
町
政
の
基
本
姿
勢
・
町
民
の

権
利
や
、
町
民
・
議
会
・
町
の
責
務

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
、
総
合

振
興
計
画
を
町
づ
く
り
の
根
拠
と
し

て
策
定
委
員
会
や
議
会
に
お
け
る
検

討
結
果
の
ほ
か
、
町
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
た
も
の
に
し
た
い
。

ま
た
、
条
例
策
定
後
に
お
い
て
も

不
断
の
検
討
を
加
え
、
町
民
が
「
守

り
育
て
て
い
く
条
例
」
と
し
た
い
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

総
合
振
興
計
画
、
各
種
計
画
の
ほ
か

合
併
関
係
の
対
応
、
財
政
健
全
化
へ

の
取
り
組
み
な
ど
の
行
政
課
題
に
つ

い
て
、
町
民
・
議
会
・
町
が
共
に
考

え
、
解
決
策
を
探
り
、
行
動
し
、
地

方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
自
立

し
た
地
方
自
治
を
実
現
の
た
め
、
可

能
な
限
り
早
期
の
条
例
制
定
を
目
指

す
考
え
で
す
。

とままえ温泉ふわっとロビー

２　議　員　が

町 政 を 問 う ！町 政 を 問 う ！

一 般 質 問一 般 質 問
苫
前
町
公
の
施
設
に
係
わ
る
指
定

管
理
者
の
指
定
の
手
続
き
等
に
関

す
る
条
件
に
つ
い
て

自
治
体
基
本
条
例
の
制
定
に
あ
た

り
現
状
の
分
析
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

猫　島　議　員

森
　

町

長

答
弁

西　　議　員

森
　

町

長

答
弁

② 議会だよりNo.60



広報とままえ　７月号　4頁

（
再
質
問
・
西
議
員
）

条
例
自
体
が
住
民
に
ど
れ
だ
け
理

解
さ
れ
て
い
る
の
か
、
住
民
と
の
協

働
で
あ
れ
ば
も
っ
と
相
互
理
解
さ
れ

て
か
ら
の
条
例
制
定
で
あ
る
べ
き
。

掲
げ
た
も
の
だ
け
に
な
っ
て
は
い
け

な
く
、
早
期
に
制
定
し
た
い
最
大
の

理
由
は
何
か
お
聞
き
し
ま
す
。

掲
げ
た
も
の
だ
け
で
は
い
け
な
い

こ
と
は
重
々
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

抽
象
的
な
文
章
が
多
く
、
住
民
に
浸

透
し
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
ポ
イ

ン
ト
は
こ
う
い
っ
た
条
例
を
作
る
か

否
か
、
良
い
か
悪
い
か
と
い
っ
た
住

民
の
判
断
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

住
民
の
主
張
な
ど
を
し
っ
か
り
条

文
化
す
る
事
が
最
大
の
狙
い
で
す
。

行
政
が
主
導
し
、
制
定
後
は
じ
め
は

浸
透
し
な
く
て
も
、
守
り
育
て
て
い

く
条
例
と
し
た
い
。
早
期
制
定
の
理

由
は
、
総
合
振
興
計
画
の
立
ち
上
げ

る
時
期
で
、
一
か
ら
は
じ
め
ら
れ
る

こ
と
、
条
例
を
つ
く
り
、
住
民
が
盛

り
立
て
て
行
く
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
で
す
。

（
再
々
質
問
・
西
議
員
）

こ
の
条
例
は
住
民
発
意
が
理
想
形

で
、
行
政
が
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

こ
と
は
良
い
が
、
主
導
し
早
期
制
定

す
る
の
で
あ
れ
ば
理
解
を
深
め
る
手

法
が
既
に
確
立
さ
れ
て
い
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
条
例
制
定
後
に
課
題
・

問
題
が
多
々
残
ら
ぬ
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
ど
ん
な
考
え
を
お
持
ち
か
。

住
民
発
議
が
理
想
は
、
私
も
基
本

に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
住
民
に
対

し
て
条
例
制
定
の
た
め
に
集
ま
っ
て

頂
き
考
え
る
こ
と
は
非
常
に
時
間
が

か
か
る
。
行
政
で
筋
道
を
つ
け
た
く

制
定
後
に
数
年
を
か
け
て
様
々
な
方

法
で
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
、
各
団
体
か
ら
推
薦
を
い
た

だ
き
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
七

月
に
条
例
案
の
策
定
検
討
（
週
に
一

回
程
度
開
催
）。七
月
下
旬
に
は
、
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
等
を
作
成
、
八
月
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
下

旬
頃
、
修
正
案
を
作
成
と
い
っ
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
残
存
す
る
公
共
（
的
）
施

設
の
今
後
の
中
長
期
的
な
あ
り
方
と

し
て
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

ま
た
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の

精
神
を
取
り
入
れ
考
察
し
、
種
々
の

計
画
に
い
か
す
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

施
設
に
よ
っ
て
は
年
数
の
経
過
か

ら
使
用
目
的
が
終
了
し
た
も
の
老
朽

化
に
よ
り
使
用
に
支
障
を
き
た
す
も

の
が
出
て
き
ま
す
。

施
設
の
修
繕
に
は
多
額
の
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
目
的
が
終
わ
っ
た
も

の
は
再
利
用
、
売
り
払
い
処
分
と
し

ま
す
。

修
繕
可
能
な
も
の
は
修
繕
し
、
そ

れ
以
外
は
取
り
壊
す
こ
と
と
し
て
い

ま
す
（
補
助
金
等
の
関
連
で
、
簡
単

に
取
り
壊
し
の
出
来
な
い
も
の
も
あ

る
）。
老
朽
化
し
た
建
物
は
、
災
害
時
、

非
常
に
危
険
な
た
め
、
予
算
の
許
す

限
り
、
国
・
道
の
承
認
を
得
た
上
で

取
り
壊
し
て
い
き
た
い
。

た
だ
し
、
利
用
可
能
な
施
設
に
つ

い
て
は
政
策
上
、
生
か
せ
る
も
の
は

積
極
的
に
利
用
し
て
い
き
た
い
。

（
再
質
問
・
西
議
員
）

各
種
計
画
、
指
定
管
理
者
制
度
も

あ
り
、
実
効
的
な
も
の
に
す
る
に
は
、

施
設
の
具
体
な
あ
り
方
を
民
間
の
各

委
員
を
含
め
、
示
さ
な
く
て
は
い
け

な
い
の
で
は
な
い
か
。

各
施
設
ご
と
に
官
民
協
働
の
精
神

を
伝
え
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
で
す
。
使
わ
せ
て
欲
し
い
と
の
思

い
が
強
い
も
の
も
あ
る
し
、
住
民
の

意
思
は
尊
重
し
、
使
わ
せ
る
方
向
も

汲
み
取
っ
た
中
で
、
対
応
し
た
い
。

（
再
々
質
問
・
西
議
員
）

財
政
状
況
を
勘
案
し
た
と
き
、
住

民
か
ら
使
わ
せ
て
欲
し
い
と
い
う
前

に
、
苫
前
町
の
状
況
を
伝
え
て
協
議

し
て
い
る
の
か
。

財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
し
つ

こ
い
く
ら
い
伝
え
、
し
っ
か
り
周
知

し
て
き
ま
し
た
。
苫
前
町
の
状
況
は

お
そ
ら
く
相
当
数
の
方
が
理
解
し
て

い
ま
す
。
住
民
の
要
望
は
ど
う
な
の

か
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
協
議
し
て
い

て
い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
、
心
掛

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
機
に
一

層
、
社
会
教
育
の
重
要
性
を
認
識
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
訓
を
生
か

し
、
今
後
地
域
に
対
し
て
の
関
わ
り

と
重
要
性
の
部
分
を
ど
う
捉
え
て
い

る
の
か
。

第
三
回
目
を
向
か
え
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
で
す
が
（
参
加
率
八
四
・
三

）、こ
の
事
業
が
市
民
権
を
得
た
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
成
功
の

陰
に
は
、
町
体
育
指
導
委
員
が
自
主

的
に
戸
別
訪
問
し
、
多
く
の
各
町
内

会
役
員
・
体
育
協
会
が
、
こ
の
事
業
の

意
義
・
参
加
を
訴
え
た
成
果
の
結
実

で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
き
っ
か
け
に

日
常
生
活
の
一
部
に
ス
ポ
ー
ツ
・
運

動
を
取
り
入
れ
心
身
と
も
に
健
康
な

生
活
を
送
る
こ
と
。
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
地
域
連
帯
感
の
回
復
、
世
代
間
の

交
流
、
官
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
気
運
を
高
め
る
こ
と
を
狙
い
と

し
て
い
ま
す
。
長
引
く
不
況
や
町
財

政
の
硬
直
化
、
少
子
高
齢
化
な
ど
町

を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
の
な
か
、

図
書
室
サ
ポ
ー
タ
ー
が
自
主
的
な
事

業
の
企
画
等
、
学
社
融
合
事
業
、
子

育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
地
域
と

の
繋
が
り
を
強
め
て
き
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
か
ら
向
こ
う
五
年

間
の
第
六
次
社
会
教
育
中
期
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
新

た
な
地
域
課
題
や
発
達
課
題
に
即
し

た
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

パ
ー
セ
ン
ト

廣
瀬
教
育
長

答
弁

森
　

町

長

答
弁

既

存

の

公

共

施

設

へ

の

今

後

の

対

応

に

つ

い

て

西

議

員

森
　

町

長

答
弁

森
　

町

長

答
弁

森
　

町

長

答
弁

森
　

町

長

答
弁

社
会
教
育
に
お
け
る
地
域
の

関
わ
り
・
重
要
性
に
つ
い
て

西
議
員役場職員による大縄跳び

議会だよりNo.60  ③



広報とままえ　７月号　5頁

㈱
苫
前
町
振
興
公
社
（
ふ
わ
っ
と
）

は
、
十
六
年
度
の
営
業
報
告
書
を
次

の
よ
う
に
提
出
し
た
。

①
定
時
株
主
総
会

平
成
十
六
年
六
月
二
十
五
日
開
催

株
主
総
数
　
六
十
名
、

発
行
済
株
数
　
二，

〇
〇
〇
株

②
取
締
役
会

十
六
年
度
中
、
十
三
回
開
催
し
、

毎
月
の
営
業
状
況
、
経
費
の
削
減
、

職
員
の
教
育
等
々
を
協
議
し
、
指
導

し
て
い
る
。

③
損
益
計
算
報
告

・
売
上
高

二
億
二，

三
一
六
万
円

・
売
上
原
価
　
　
　
六，

三
〇
四
万
円

・
売
上
利
益
　
一
億
六，

〇
一
二
万
円

・
一
般
管
理
費
一
億
八，

三
一
九
万
円

・
営
業
利
益
　
▲
　
二，

三
〇
七
万
円

（
次
期
繰
越
欠
損
金
　
▲
八，

二
五
　

三
万
円
）

前
年
対
比
売
上
高
六
百
六
万
円
の

減
、
入
客
数
一
万
二
千
二
百
三
十
人

の
減
と
そ
れ
ぞ
れ
が
減
少
と
な
っ
た
、

職
員
の
削
減
、
経
費
の
節
減
に
努
め
、

集
客
に
努
力
は
し
た
が
、
売
上
高
及

び
入
客
数
は
当
初
の
計
画
に
達
す
る

事
な
く
、
赤
字
決
算
と
な
り
二
千
三

百
万
円
を
運
営
補
助
金
と
し
て
、
町

に
求
め
た
。

こ
の
施
設
は
本
町
の
魅
力
と
特
色

を
活
か
し
た
複
合
施
設
（
温
泉
、
宿

泊
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
物
産
販
売
な
ど
）

と
し
て
本
町
の
振
興
発
展
に
大
き
く

寄
与
す
る
ほ
か
、
地
域
住
民
の
健
康

づ
く
り
や
憩
い
の
場
と
し
て
の
役
割

も
果
た
し
て
い
る
。

今
後
も
、
本
町
に
於
け
る
地
域
振

興
上
、
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
同
社
の
安
定
的
な
経
営

の
た
め
に
、
運
営
費
の
一
部
を
補
助

す
る
も
の
で
あ
る
。

（
一
）
協
議
事
項

地
域
通
貨
試
験
流
通
事
業
補
助
金
に

つ
い
て

・
事
業
主
体
　
苫
前
町
商
工
会

・
事

業

費

七
九
一
万
円

・
内
、
国
庫
補
助
金
　
一
一
三
万
円

町
補
助
金

一
一
三
万
円

長
引
く
不
況
に
よ
る
消
費
の
落
ち

込
み
、
大
型
店
の
進
出
に
よ
る
消
費

の
町
外
流
出
な
ど
、
商
工
業
を
取
り

巻
く
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、

地
域
商
店
街
は
売
上
げ
の
減
少
な
ど

苦
境
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
事
業

は
平
成
十
六
年
度
、
北
海
道
商
工
会

連
合
会
の
「
地
域
通
貨
実
践
モ
デ
ル

事
業
」
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
地

域
通
貨
の
試
験
流
通
を
行
っ
た
。
前

年
度
事
業
に
お
け
る
課
題
や
問
題
点

を
踏
ま
え
、
更
に
検
討
す
る
事
を
目

的
に
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
。

（
二
）
報
告
事
業

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
概
要

こ
の
条
例
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
行
く
う
え
で
の
理
念
に
加
え
、

町
民
の
権
利
や
町
及
び
議
会
の
責
務
、

町
政
の
運
営
に
あ
た
っ
て
住
民
参
加

や
協
力
の
実
施
に
関
す
る
事
項
、
総

合
振
興
計
画
を
ま
ち
づ
く
り
の
根
拠

と
し
、
そ
の
策
定
手
続
き
を
定
め
る

「
ま
ち
づ
く
り
の
憲
法
」
と
位
置
づ
け

る
も
の
で
あ
る
。

・
策
定
作
業

各
種
団
体
か
ら
の
推
薦
者
（
二
十

名
）
住
民
一
般
公
募
者
（
五
名
）

一
、
条
例
案
の
策
定

二
、
住
民
周
知
、
意
見
集
約

三
、
開
発
審
議
会

四
、
議
会
に
提
案
（
九
月
議
会
）

苫
前
中
学
校
改
築
事
業

兼
ね
て
よ
り
認
定
申
請
し
て
い
た

学
校
屋
外
教
育
環
境
整
備
（
グ
ラ
ン

ド
）
事
業
の
国
庫
補
助
金
が
確
定
し

た
。

・
工
事
費
　
　
　
二，

四
一
七
万
円

・
国
庫
補
助
金
　
　
　
七
八
七
万
円

（
三
分
の
一
）

・
一
般
会
計
　
　
　
　
　
三
〇
万
円

・
基
金
繰
入
　
　
一，

六
〇
〇
万
円

港
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー外

壁
補
修
工
事

昨
年
の
十
八
号
台
風
及
び
留
萌
南

部
地
震
に
よ
る
被
災
で
、
外
壁
が
落

下
し
今
後
更
に
危
険
な
状
態
と
な
る

た
め
の
補
修
で
あ
る
。

・
工
事
費
　
一
八
〇
万
円
（
町
補
助
）

旧
力
昼
小
学
校
舎
の
売
却

今
春
の
閉
校
に
よ
る
学
校
の
敷
地

等
を
処
分
す
る
も
の
で
あ
る
。

・
教
員
住
宅
四
棟
売
却
予
定

（
二
棟
売
却
済
み
）

・
体
育
館
　
売
却
予
定

・
校
　
舎
　
売
却
予
定（

一
部
数
年
後
）

留
萌
管
内
米
穀
広
域

集
出
荷
施
設
の
建
設

留
萌
管
内
産
米
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
と
結
び
つ
い
た
広
域
産
地
形

成
の
推
進
と
そ
の
核
と
な
る
米
穀
広

域
集
出
荷
施
設
の
建
設
を
前
提
と
し

た
具
体
的
な
検
討
を
昨
年
よ
り
進
め

ら
れ
て
き
た
。「
売
れ
る
米
作
り
」
に

向
け
た
総
合
的
な
改
善
を
図
る
た
め
、

流
通
、
販
売
戦
略
上
の
拠
点
施
設
と

し
て
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

・
事
業
内
容
　

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
１
棟
、

シ
ョ
ベ
ル
１
台
、
リ
フ
ト
１
台
、

低
温
倉
庫
１
棟
、
環
境
整
備
１
式

・
集
荷
範
囲

南
る
も
い
農
協
、
苫
前
町
農
協
、

オ
ロ
ロ
ン
農
協

・
建
設
予
定
地
及
び
事
業
主
体

小
平
町
字
富
里
、
小
平
町
（
予
定
）

・
事
業
年
度
　
平
成
十
八
年
度

・
事
業
費

二
四
億
五
、
七
〇
〇
万
円

（
う
ち
補
助
金
一
〇
億
八，

一
〇
〇

万
円
、
補
助
残
一
三
億
七，

六
〇
〇
万

円
）

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

全
員
協
議
会

平成17年
６月７日
開　催

臨

海

地

域

特
別
委
員
会
平成17年
６月７日
開　催

台風被害を受けた港生活改善センター
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苫
前
建
設
協
会
安
全
大
会

広報とままえ　７月号　6頁

香
川
転
作
研
修
セ
ン
タ
ー
前
広
場
、

長
島
寿
の
家
横
広
場
、
長
島
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
前
広
場
、
古
丹
別
小
学

校
グ
ラ
ン
ド
、
古
丹
別
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
、
苫
前
町
野
球
場
、
古
丹
別
緑

ヶ
丘
公
園
、
九
重
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
前
広
場
、
旧
三
渓
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
、
岩
見
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
前

広
場
、
東
川
町
内
会
館
前
広
場
、
小

川
研
修
セ
ン
タ
ー
前
広
場

◆
収
容
避
難
所

力
昼
生
活
館
、
上
平
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
、
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
、

苫
前
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
栄
浜
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
、
豊
浦
生
活
館
、
昭

和
住
民
セ
ン
タ
ー
、
旭
克
雪
セ
ン
タ

ー
、
香
川
転
作
研
修
セ
ン
タ
ー
、
長

島
寿
の
家
、
長
島
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
、
苫
前
町
公
民
館
、
九
重
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
三
渓
へ
き
地
保

健
福
祉
館
、
岩
見
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、

東
川
町
内
会
館
、
小
川
研
修
セ
ン
タ

ー

六
月
十
日
町
公
民
館
に
お
い
て
苫

前
建
設
協
会
主
催
に
よ
る
町
内
建
設

会
社
十
八
社
か
ら
従
業
員
百
四
十
名

春
の
叙
勲
に
併
せ
危
険
業
務
従

事
者
叙
勲
（
消
防
功
労
）
で
の
瑞

宝
単
光
章
を
受
章
し
た
加
藤
富
雄

さ
ん
（
77
才
＝
字
古
丹
別
）
に
、
六

月
九
日
役
場
町
長
室
で
西
山
留
萌

支
庁
長
か
ら
叙
勲
の
伝
達
が
行
わ

れ
た
。

加
藤
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
一
年

苫
前
村
警
防
団
員
と
な
り
、
翌
年

同
村
消
防
団
員
、
同
二
十
五
年
に

同
町
消
防
団
常
備
消
防
員
の
拝
命

を
受
け
、
同
四
十
八
年
北
留
萌
消

防
組
合
設
立
と
と
も
に
同
組
合
消

防
吏
員
と
し
て
勤
務
。
そ
の
後
、

昭
和
六
十
年
に
退
職
す
る
ま
で
の

三
十
九
年
間
に
わ
た
り
、
消
防
の

第
一
線
で
活
躍
し
た
。
特
に
、
昭

和
四
十
八
年
八
月
の
集
中
豪
雨
災

害
で
東
川
地
区
住
民
の
ゴ
ム
ボ
ー

ト
に
よ
る
救
出
活
動
や
五
十
四
年

二
月
の
九
重
地
区
で
の
農
家
火
災

で
、
吹
雪
も
顧
み
ず
近
く
の
川
に

ポ
ン
プ
を
設
置
し
、
身
を
凍
ら
せ

な
が
ら
も
延
焼
防
止
の
た
め
、
水

利
確
保
を
行
っ
た
。
叙
勲
を
受
け

た
加
藤
さ
ん
は
「
先
輩
や
同
僚
の

お
陰
で
す
。
家
内
に
は
苦
労
か
け

ま
し
た
が
、
感
激
で
い
っ
ぱ
い
で

す
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

が
参
加
し
、「
安
全
大
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。

こ
の
安
全
大
会
は
、
今
年
で
十
二

回
目
。
開
催
に
あ
た
り
大
会
長
で
あ

る
橋
場
一
雄
同
協
会
会
長
か
ら
「
厳

し
い
経
済
情
勢
に
伴
い
激
減
す
る
建

設
業
で
は
あ
る
が
、
安
全
管
理
と
従

業
員
の
健
康
管
理
を
全
力
で
取
り
組

み
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
」

と
注
意
を
呼
び
か
け
、「
小
さ
な
危
険
、

あ
な
た
が
発
見
。
み
ん
な
で
改
善
、

職
場
の
安
全
。
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交

通
事
故
死
。
め
ざ
せ
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン

返
上
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地

域
職
場
で
の
安
全
管
理
体
制
の
充
実

と
労
働
災
害
の
撲
滅
、
交
通
安
全
運

動
の
徹
底
を
確
認
し
あ
っ
た
。

大
会
は
、
参
加
者
を
代
表
し
て
㈱

山
崎
電
気
の
桧
森
大
輔
工
事
主
任
か

ら
労
働
災
害
撲
滅
と
交
通
事
故
防
止

の
悲
願
達
成
に
向
け
「
決
意
宣
言
」

が
行
わ
れ
、
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

『
大
津
波
（
津
波
）
警
報
』
が
出
さ
れ
た
場
合
、
苫
前
町
で
の
避
難
勧
告
・

指
示
発
令
の
確
認
を
省
略
し
、
警
報
発
令
後
直
ち
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
に
よ
り
「
苫
前
町
の
沿
岸
部
に
避
難
指
示
（
勧
告
）」
と
放
送
さ
れ
ま
す
。

こ
の
情
報
を
確
認
し
た
場
合
に
は
、
役
場
等
か
ら
の
避
難
勧
告
等
が
伝
達
さ

れ
る
前
で
あ
っ
て
も
、
即
座
に
避
難
し
て
下
さ
い
。

町
で
は
、
災
害
に
対
す
る
住
民
の

備
え
や
災
害
時
の
行
動
に
つ
い
て

『
防
災
の
て
び
き
』
を
作
成
し
、
町
内

全
戸
に
配
布
し
た
。

こ
の
「
防
災
の
て
び
き
」
は
、
非

常
時
に
お
け
る
家
庭
で
の
備
蓄
品
な

ど
を
紹
介
。
台
風
や
地
震
な
ど
で
の

災
害
時
の
行
動
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、

安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
分
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
る
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
の
一
時
避
難

場
所
（
一
時
的
に
避
難
す
る
場
所
＝

町
内
二
十
二
か
所
）
や
収
容
避
難
所

（
避
難
し
た
人
を
収
容
す
る
施
設
＝
十

七
か
所
）
を
指
定
し
て
い
る
。

「
防
災
の
て
び
き
」
を
作
成
し
た

役
場
総
務
財
政
課
交
通
防
災
係
で
は
、

「
避
難
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
内
の
災

害
弱
者
（
高
齢
者
、
乳
幼
児
、
病
人

等
）
の
避
難
援
助
に
つ
い
て
も
、
地

域
ぐ
る
み
で
配
慮
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
」
と
災
害
時
の
住

民
相
互
の
協
力
体
制
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

詳
し
く
は
、
各
戸
配
布
の
「
防
災

の
て
び
き
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

災
害
発
生
時
の
避
難
場
所
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

◆
一
時
避
難
場
所

旧
力
昼
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
、
苫
前

町
上
平
共
同
利
用
模
範
牧
場
、
港
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
前
広
場
、
苫
前
小

学
校
グ
ラ
ン
ド
、
苫
前
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
、
栄
浜
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
前

広
場
、
豊
浦
生
活
館
前
広
場
、
伊
藤

昌
栄
宅
前
、
昭
和
住
民
セ
ン
タ
ー
前

広
場
、
旭
克
雪
セ
ン
タ
ー
前
広
場
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
運
用
開
始

防
災
の
て
き
び
全
戸
配
布

津
波
警
報
時
の
避
難
指
示
・
勧
告

み
ん
な
で
改
善
・
職
場
の
安
全

苫
前
建
設
協
会
安
全
大
会

受
章
を
喜
ぶ
加
藤
夫
妻
（
中
央
）
と

森
町
長（
右
）、
西
山
留
萌
支
庁
長（
左
）

危険業務従事者功労
加藤富雄さんに叙勲伝達



風
景
や
ニ
シ
ン
の
加
工

方
法
な
ど
に
会
話
も
弾

み
、
新
潟
県
出
身
の
高

橋
氏
か
ら
「
ニ
シ
ン
粕
は
農
業
肥
料

と
し
て
新
潟
ま
で
運
ば
れ
、
食
糧
不

足
の
時
代
、
ニ
シ
ン
粕
に
含
ま
れ
て

い
た
数
の
子
を
指
で
ほ
じ
く
り
、
お

や
つ
代
わ
り
と
な
っ
て
い
た
」
と
思

い
出
が
紹
介
さ
れ
、
会
員
た
ち
は
、

そ
の
生
活
に
共
感
を
覚
え

た
。な

お
、
郷
土
史
研
究
会
の

総
会
で
は
、
十
七
年
度
の
事

業
計
画
で
紙
芝
居
の
作
成
や

学
社
融
合
事
業
へ
の
講
師
派

遣
、
か
わ
ら
版
の
発
行
な
ど

を
決
め
、
役
員
は
留
任
と
な

っ
た
。

ま
た
、
同
会
で
は
郷
土
の

歴
史
に
興
味
の
あ
る
新
入
会

員
を
募
集
し
て
い
る
。
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六
月
二
日
苫
前
町
郷
土
史
研
究
会

（
会
長
野
澤
哲
美
）
で
は
、
歴
史
観

漂
う
古
代
の
里
チ
セ
（
復
元
住
居
）

に
お
い
て
、
総
会
に
合
せ
て
、
郷
土

史
研
究
家
の
高
橋
明
雄
氏（
留
萌
市
）

を
交
え
、
放
談
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
放
談

会
は
、
苫
前

町
の
歴
史
や

生
活
に
つ
い

て
、
会
員
相

互
が
自
由
に

語
り
合
い
、

そ
の
郷
土
愛

を
再
確
認
す

る
も
の
。
昭

和
に
お
け
る

ニ
シ
ン
漁
の

古
丹
別
神
社
氏
子
会
（
会
長
嘉
野

利
己
）
で
は
、
古
丹
別
神
社
祭
で
使

わ
れ
る
御
神
輿
の
老
朽
化
に
伴
い
新

神
輿
を
購
入
。
六
月
二
日
古
丹
別
神

社
本
殿
に
お
い
て
入
魂
式
が
行
わ
れ

た
。購

入
さ
れ
た
神
輿
は
、
全
長
百
八

十
　
、
巾
八
十
二
　
、
高
さ
百
四
十

二
　
で
、
担
ぎ
棒
を
含
め
る
と
重
さ

約
百
　
ほ
ど
。
担
ぎ
手
の
衣
装
（
白

張
）
と
と
も
に
、
京
都
の
業
者
か
ら

三
百
一
万
三
千
五
百
円
で
購
入
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
神
輿
は
、
昭
和
四
十

五
年
築
別
炭
鉱
閉
山
に
伴
い
譲
り
受

け
た
も
の
で
、
老
朽
化
と
総
重
量
二

百
五
十
　
が
担
ぎ
手
の
減
少
に
よ
り

課
題
と
な
っ
て
い
た
。
古
丹
別
神
社

祭
典
実
行
委
員
会
で
は
、
購
入
に
向

け
四
年
前
か
ら
積
み
立
て
を
開
始
。

地
域
住
民
か
ら
の
寄
付
金
も
あ
っ
て

購
入
に
至
っ
た
。

入
魂
式
は
、
古
丹
別
神
社
役
員
、

古
丹
別
連
合
町
内
会
役
員
、
町
議
会

議
員
、
町
建
設
協
会
、
商
工
会
役
員

な
ど
四
十
名
が
参
列
。
玉
串
奉
て
ん

で
豊
穣
と
安
全
を
祈
願
し
た
。

こ
の
神
輿
は
、
古
丹
別
神
社
祭
の

本
祭
（
七
月
十
二
日
）
に
威
勢
の
良

い
担
ぎ
手
に
よ
っ
て
、
住
民
に
披
露

さ
れ
る
。

夏
季
の
執
務
を
快
適
に
行

う
手
段
と
し
て
、
苫
前
町
役

場
で
は
七
月
か
ら
八
月
ま
で

の
二
か
月
間
、
庁
舎
内
等
で

の
服
装
の
軽
装
化
を
実
施
し

ま
す
。
軽
装
は
、
職
員
各
自

が
適
切
に
判
断
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
社
会
常
識
を

著
し
く
逸
脱
す
る
よ
う
な
服

装
は
避
け
る
も
の
で
す
。
町

主
催
の
会
議
や
行
事
、
来
客

対
応
な
ど
儀
礼
上
、
軽
装
が

不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合

を
除
き
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・

ノ
ー
上
着
と
な
り
ま
す
。

こ
の
軽
装
化
は
、
現
在
、
国
の
機

関
や
北
海
道
の
各
機
関
で
も
広
く
取

り
組
ま
れ
、
沖
縄
な
ど
は
か
り
ゆ
し

（
和
風
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
）
で
地
域
性

を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
町
民
の
皆
様
に
不
快

感
を
与
え
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

炭火とともに熱く語り合う放談会

役場でも軽装化

復
元
住
居
で
放
談
会

郷
土
史
研
究
会
総
会

新
お
神
輿
を
購
入

古
丹
別
神
社
祭
で
お
披
露
目

入魂式後、お披露目された新お神輿

セ
ン
チ

セ
ン
チ

セ
ン
チ

キ
ロ

キ
ロ

役場でも軽装化
▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼
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六
月
二
十
日
国
道
二
三
二
号
線
沿

い
の
力
昼
ロ
ー
ソ
ク
岩
前
駐
車
帯
に

お
い
て
、
Ｊ
Ａ
苫
前
町
農
協
青
年
部

苫前町高齢者
事業団並びに古
丹別小学校で回
収された空き缶
のリサイクルに
おいて、橋場産
業㈱の職員で組
織されたボラン
ティア団体「橋
緑会」（代表東谷

敏夫）が協力し、６月２４日トラックへ空き缶４３０
㌔が積み込まれ、留萌の回収業者へ搬送した。
この橋緑会は、日頃公共事業でお世話になっている
地域に対し、貢献できるボランティア活動を実践して
いこうと、昨年９月に発足した。今後は、草刈奉仕や
古丹別水辺の楽校などの植樹活動を予定しており、冬
には除雪ボランティアも行うこととしている。

（
部
長
柴
田
雅
紀
）
が
、
農
畜
産
物

の
消
費
拡
大
と
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
い
、
苫
前
産
「
ほ
し
の
ゆ

め
（
五
百

）」
と
「
牛
乳
パ
ッ
ク

（
二
百
cc
）」
六
十
個
を
配
布
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
同
部
員
一
名

の
尊
い
生
命
が
、
交
通
事
故
で
奪
わ

れ
た
こ
と
を
発
端
に
、
昭
和
六
十
年

か
ら
実
施
さ
れ
、
配
布
さ
れ
た
お
米

は
、
部
員
た
ち
が
各
家
庭
か
ら
持
ち

寄
っ
た
も
の
。
当
日
は
、
晴
天
に
恵

ま
れ
、
配
ら
れ
た
お
米
と
牛
乳
に
、

思
わ
ず
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
笑
み
が
こ

ぼ
れ
て
い
た
。

グ
ラ
ム

六
月
六
日
か
ら
古
丹
別
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
愛
好
会
（
会
長
青
木
幸
隆
）
で

は
、
普
段
会
員
が
利
用
し
て
い
る
古

丹
別
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
自
主
管
理
に
伴
う
草
刈
清
掃
を

開
始
し
た
。

こ
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
十
八

ホ
ー
ル
で
国
際
公
認
コ
ー
ス
と
な
っ

て
お
り
、
同
愛
好
会
が
「
自
分
た
ち

が
楽
し
む
施
設
は
自
ら
き
れ
い
に
し

よ
う
」
と
自
主
管
理
（
芝
刈
り
、
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
・
ト
イ
レ
清
掃
、
消
耗

品
の
調
達
）
を
昨
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
。

集
合
し
た
同
愛
好
会
会
員
二
十
名

は
、
汗
を
か
き
な
が
ら
草
刈
機
で
刈

ら
れ
た
草
を
か
き
集
め
、
青
々
と
し

た
芝
生
に
満
足
し
、
早
速
プ
レ
ー
を

楽
し
ん
で
い
た
。

コ
ー
ス
は
、

コ
ー
ス
は
、自
ら
き
れ
い
に

自
ら
き
れ
い
に 

古
丹
別
Ｐ
Ｇ
愛
好
会
自
主
管
理 

コ
ー
ス
は
、

コ
ー
ス
は
、自
ら
き
れ
い
に

自
ら
き
れ
い
に 

コ
ー
ス
は
、自
ら
き
れ
い
に 

農産物消費拡大キャラクターのげんきくん
（牛）とほっしー君（ほしの夢）も交通安全
を呼びかける

刈られた草を集める古丹別ＰＧ会員

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 
農
畜
産
物
消
費
拡
大
（
農
協
青
年
部
） 

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

リサイクルに一役
橋緑会
きょうりょくかい

が空き缶搬送協力！

昨
年
、
異
常
発
生
し
ま
し
た
「
ド

ク
ガ
（
幼
虫
）」
が
、
今
年
も
苫
前

地
区
で
多
く
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
で
は
ド
ク
ガ
被
害
を
防

ぐ
た
め
、
六
月
十
日
職
員
が
完
全
防

備
に
よ
り
発
生
し
て
い
る
地
域
の
ハ

マ
ナ
ス
や
イ
タ
ド
リ
な
ど
の
防
虫
剤

散
布
や
草
刈
を
実
施
し
ま
し
た
。

ド
ク
ガ
幼
虫
は
、
ハ
マ
ナ
ス
や
イ

タ
ド
リ
な
ど
の
葉
に
群
が
り
そ
の
葉

を
食
べ
成
長
し
ま
す
が
、
接
触
し
た

場
合
、腕
や
足
な
ど
に
湿
疹
が
で
き
、

か
ゆ
み
が
で
る
症
状
な
ど
考
え
ら
れ

ま
す
。

ハ
マ
ナ
ス
公
園
や
苫
前
ス
ポ
ー
ツ

広
場
か
ら
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に

か
け
て
の
苫
前
上
町
の
西
側
一
体
に

広
が
っ
て
お
り
、
今
後
、
成
長
し
た

幼
虫
は
成
虫
と
な
り
、
夜
間
の
街
灯

や
家
の
中
に
入
り
込
み
、
知
ら
な
い

う
ち
に
接
触
す
る
被
害
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
願

い
ま
す
。

◇
草
の
茂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、

む
や
み
に
入
ら
な
い
。

◇
所
有
地
の
雑
草
刈
り
を
行
う
な
ど

環
境
衛
生
の
保
持
に
努
め
る
。

◇
幼
虫
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
バ

ラ
科
植
物
を
中
心
に
農
薬
散
布
を

行
う
。

◇
窓
に
は
網
戸
を
つ
け
、
夏
の
成
虫

が
室
内
に
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
こ

と
。

も
し
、
ド
ク
ガ
に
触
れ
た
場
合

◇
絶
対
に
こ
す
ら
な
い
こ
と
。（
ま
だ

刺
さ
っ
て
い
な
い
毒
針
毛
が
残
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

◇
接
触
部
分
の
毒
針
毛
を
取
り
除
く

た
め
、
ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど
で
そ
っ

と
張
り
、
引
き
剥
が
す
作
業
を
繰

り
返
す
。

◇
石
鹸
や
洗
剤
を
泡
立
て
、
そ
の
泡

で
洗
い
流
す
。

◇
衣
類
に
毒
針
毛
が
付
着
し
た
場
合

は
、
速
や
か
に
着
替
え
、
よ
く
洗

濯
す
る
。

◇
症
状
に
応
じ
て
皮
膚
科
医
院
な
ど

の
医
療
機
関
に
相
談
す
る
。

と
に
か
く
、
み
な
さ
ん
ご
注
意
を
！完全防備で駆除作業を行う役場職員

ハマナスの葉に群がるドクガの幼虫
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北留萌消防組合消防署苫 前 支 署�64-2321
〃　　　　古丹別支署�65-4119

必ず水を用意する。花火を人に向けない。 

六
月
十
一
日
架
空
請
求
な
ど
の
悪
質

商
法
に
お
け
る
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
た
。

午
後
三
時
か
ら
Ｊ
Ａ
苫
前
町
Ａ
コ

ー
プ
店
前
と
中
央
ス
ー
パ
ー
古
丹
別

店
前
で
会
員
九
名
が
参
加
し
、
高
齢

者
を
狙
う
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
防

止
や
消
費
者
契
約
法
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
百
五
十
部
を
配
布
。
買
い
物
に
訪

れ
た
町
民
一
人
ひ
と
り
に
注
意
を
呼

び
か
け
た
。

中
に
は
、「
百
八
十
万
円
も
の
布

団
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
人

も
お
り
、「
高
額
な
物
は
、
誰
か
に

相
談
を
し
て
か
ら
契
約
し
て
く
だ
さ

い
。
も
し
、
契
約
し
て
も
今
回
は
し

か
た
な
い
と
あ
き
ら
め
ず
、
す
ぐ
に

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
手
続
き
を
し

て
下
さ
い
」
と
消
費
者
協
会
の
活
動

を
訴
え
て
い
た
。

危
険
物
安
全
週
間
（
六
月
五
日
〜

十
一
日
）
に
合
せ
て
、
苫
前
町
危
険

物
安
全
協
会
と
北
留
萌
消
防
組
合

（
苫
前
・
古
丹
別
両
支
署
）
の
合
同

に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
及
び
研
修
会

が
六
月
六
日
実
施
さ
れ
た
。

パ
レ
ー
ド
に
は
、
同
協
会
会
員
及

び
消
防
の
車
両
二
十
五
台
が
参
加
。

古
丹
別
及
び
苫
前
市
街
地
で
、
危
険

物
の
取
扱
い
な
ど
の
防
火
運
動
を
呼

び
か
け
た
。
ま
た
、
パ
レ
ー
ド
終
了

後
に
は
、
役
場
消
防
会
議
室
に
て
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
会
員

た
ち
は
「
危
険
物
施
設
の
危
険
性
に

対
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

危
険
物
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

は
、
消
防
古
丹
別
支
署
電
光
掲
示
板

で
も
掲
載
さ
れ
、
同
安
全
協
会
会
員

二
十
六
事
業
所
で
も
の
ぼ
り
を
立
て

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

買い物客にチラシを配布する消費者協会の会員たち

パレードに参加した危険物安全協会会員たち

危
険
物
安
全
週
間
で

防
火
パ
レ
ー
ド
と
研
修
会

苫
前
町
消
費
者
協
会
（
会
長
林
千

代
美
）
は
、「
消
費
者
の
日
（
五
月

三
十
日
）」
の
取
り
組
み
と
し
て
、

「
消
費
者
の
日
」消
費
者
協
会
で

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

遊ぶ時の注意 花火に書いてある遊び方、注意書をよく読んで必ず守りましょう。

○花火は火薬を使っています。危険
ですから正しく使う。
○花火はほぐしたり、ポケットに入
れたりしない。
○花火を人や家に向けたり、燃えや
すい物のそばで遊ばない。
○たくさんの花火に一度に火をつけ
ない。正しい位置に点火する。
○花火は大人と一緒に遊び、夜遅く
まで騒がない。
○使用方法のわからない花火は、買
った店に聞くこと。

○筒物花火は筒の中をのぞかない。
○風の強い時は、花火遊びをしない。
○衣服に火がつかないように注意する。
○水を用意してあとかたづけを必ずする。
○不良花火は買った店に戻すこと。

毎年この季節が来ると、夏の風物詩であ
る花火で遊ぶことが増えます。花火は様々
な音や光で私達を楽しませてくれますが、
花火が原因での火災や負傷事故などが発生
しています。楽しい花火を安全に遊ぶため
に次のことを守りましょう。

三毛別羆事件における復元地は、
毎年多くの来訪者が訪れており、
今年は5月16日にオープン。
備え付けの記帳には、心打たれ
る感想が数多くつづられており、
その一部を紹介いたします。

★「熊嵐」を読み現地へ来てみて、開けているのに
驚いています。もっと山奥の様な気がしていたが
末永く語り継いでほしい。 （16.5.23江別市）
★この話を聞いて、この場に来ました。これてよか
ったです。 （16.6.20 西宮市　男性）
★昔の人たちの開拓精神に、ただただ感謝します。

（16.6.21 男性）
★こんな山中まで開拓していたとは。熊と人間の共
存のむずかしさを感じます。（16.6.27江別市男性）

イメージアップ苫前推進協議会

～感想記帳拾い読み～その十二～
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初
の
総
合
優
勝
！

留
萌
管
内
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
夏
季
大
会

硬
式
テ
ニ
ス
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で

は
、
会
員
の
減
少
に
よ
り
町
内
で
は

練
習
が
で
き
ず
、
他
町
へ
出
向
い
て

練
習
す
る
な
ど
、
選
手
集
め
に
苦
労

し
て
い
た
が
、
往
年
の
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
協
力
に
よ
り
チ
ー
ム
編
成
。
そ
の

入
賞
が
、
総
合
優
勝
へ
弾
み
を
つ
け

た
。ま

た
、
昨
年
こ
の
大
会
で
は
、
苫

前
町
で
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

七
競
技
中
三
種
目
の
み
の
参
加
に
と

ど
ま
り
、
そ
の
悔
し
い
思
い
を
今
大

会
で
晴
ら
す
形
と
な
っ
た
。

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り

◇
総
合
順
位

優
勝
　
苫
前
町
（
４
４
得
点
）

二
位
　
留
萌
市
（
３
６
得
点
）

三
位
　
遠
別
町
（
２
６
得
点
）

四
位
〜
天
塩
町
、
五
位
〜
羽
幌

町
・
幌
延
町
、
七
位
〜
増
毛
町
、

八
位
〜
小
平
町
、
九
位
〜
初
山

別
村

◇
種
目
別
苫
前
町
順
位

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〜
二
位

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〜
三
位

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〜
二
位

硬

式

テ

ニ

ス
〜
三
位

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
〜
一
位

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
〜
一
位

見事総合優勝を果たした選手たち

六
月
二
十
六
日
幌
延
町
を
中
心
に

開
催
さ
れ
た
第
五
回
留
萌
管
内
ス
ポ

ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
夏
季
大
会
に
お
い

て
、
苫
前
町
が
初
め
て
総
合
優
勝
を

飾
っ
た
。

こ
の
大
会
は
、
留
萌
管
内
九
市
町

村
か
ら
五
百
名
が
参
加
し
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
硬
式
テ
ニ
ス
、
ミ
ニ
バ
レ

ー
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
の
七
競
技
で
競
わ
れ
た
。

苫
前
町
か
ら
は
ミ
ニ
バ
レ
ー
以
外

の
六
種
目
六
十
四
名
が
参
加
。
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
優
勝

し
、
他
の
競
技
で
も
、
す
べ
て
三
位

以
内
と
参
加
全
種
目
で
入
賞
を
果
た

し
、
圧
倒
的
強
さ
で
総
合
優
勝
を
も

ぎ
取
っ
た
。

6月13日町教
育委員会社会教
育課では、古丹
別老人クラブ会
員を対象に、高
齢者の健康づく
りと仲間づくり、
病気の予防を目
指し、「もどせ青
春！楽楽クラブ」

足の指先で鉛筆をつかむ運動の指導を
受ける高齢者たち

Y
O
S
A
K
O
I

管
内
合
同
チ
ー
ム
舞
踏
連
「
瞬
」

す
す
き
の
会
場
で
躍
動
！
ラ
イ
オ
ン
賞

ストレッチ体操で体力診断！

を開催。寝たきりにならないためのストレッチ体
操で楽しく体を動かした。
会場となった古丹別地区地域集会所には、同ク

ラブ会員15名が参加し、指先から手足まで、ゆっ
くりと体を伸ばしながらの運動を楽しみ、「体が少
し、伸びたような気がする」と、自分の体や筋力
の状況を確認していた。

六
月
二
十
四
日
苫
前
商
業
高
等

学
校
の
生
徒
九
十
一
名
が
、
古
丹

別
市
街
地
で
の
老
人
住
宅
や
障
害

者
世
帯
、
商
店
街
、
公
共
施
設
な

ど
の
窓
拭
き
及
び
草
取
り
を
実
施

し
た
。

こ
の
窓
拭
き
全
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
平
成
十
三
年
か
ら
実
施
さ

れ
、
今
年
で
五
年
目
。
汗
を
流
し

な
が
ら
も
大
き
な
窓
を
一
枚
一
枚

丁
寧
に
拭
き
あ
げ
て
い
っ
た
。

作
業
が
終
了
し
、
商
店
主
か
ら

は
「
店
内
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
る
と
、
生
徒
た
ち
は

「
と
っ
て
も
い
い
気
分
で
す
」
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
喜
び
を
実
感
し
て

い
た
。

ま
た
、
独
居
老
人
宅
か
ら
も

「
冬
の
除
雪
と
合
せ
て
来
て
い
た
だ

き
、
大
変
助
か
り
ま
す
」
と
感
謝

さ
れ
て
い
た
。

窓
拭
き
・
草
取
り
で
汗
！

苫
商
高
全
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア黙々と窓拭きをする生徒たち

六
月
十
一
、
十
二
日
の
両
日
札
幌

市
で
開
催
さ
れ
た
第
十
四
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
に
、
苫
前

鱗
萃
会
を
事
務
局
と
す
る
合
同
チ
ー

ム
・
舞
踏
連
「
瞬
」
が
、
念
願
の
す

す
き
の
フ
ァ
ン
キ
ー
会
場
出
場
を
果

た
し
、
そ
の
連
帯
感
と
躍
動
感
で
観

衆
を
魅
了
し
、
見
事
「
ラ
イ
オ
ン
賞
」

を
獲
得
し
た
。

合
同
チ
ー
ム
は
二
日
間
で
、
九
会

場
十
七
回
の
演
舞
で
、
ハ
ー
ド
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
な
が
ら
も
、
晴

れ
の
舞
台
で
踊
れ
る
こ
と
を
喜
び
に

沸
き
、
力
強
く
留
萌
管
内
を
ア
ピ
ー

ル
。「
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
地
域

一
丸
と
な
っ
て
踊
り
を
楽
し
ん
で
い

る
」
と
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
に
、
更

な
る
ス
テ
ッ
ッ
プ
へ
、
意
気
込
み
を

み
せ
て
い
る
。

札幌の観衆を沸かせた舞踏蓮「瞬｣の
演舞（会場：本郷通西コース）

もどせ青春！楽楽クラブもどせ青春！楽楽クラブ
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社会教育からのお知らせ

～あなたの学びたいを応援します～ でんわ ６５－４０７６

苫前町公民館ご相談・お問い合わせは
e-mail syakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp
HPアドレス http://www.town.tomamae.lg.jp/

社会教育からのお知らせ

古丹別連合町内会（堀 治 会長）が、このほど財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業の助成金を
受けて、町内の公園やパークゴルフ場など地域の緑化整備を行うた
めに、芝刈機を購入しました。
コミュニティ助成事業は、自治総合センターが宝くじの収益金を
財源として、地域住民のコミュニティ活動の推進と発展を図ること
と、宝くじの普及広報を目的として行われているものです。
この芝刈機の購入・活用により、今まで以上に安心して、しかも
快適にスポーツ・レクリェーション施設を利用していただくことが
できるようになります。そして、各施設が健康の保持増進や地域住
民同士の「世代間交流」や「憩い」の場となり、より一層のコミュ
ニティ活動の充実が図られることが期待されます。

公民館・スポーツセンターでは、各事業のボランティアを募集しています。
内容はイベントの企画や準備、運営などさまざまで、これまでも多くの人たちがボランティアとして関わり、
その楽しさを味わってきています。
あなたの気持ちを地域づくりに活かしてみませんか？　どんな小さなことでも構いません。「私にもできそう
だ」と思う方、興味のある方は、まず気軽にお電話でご連絡ください。

ボ ラ ン テ ィ ア を 募 集 し て い ま す

期　日　　7月24日（日）

会　場　　苫前町野球場、他
対　象　　中学生以上の一般町民
昨年は９チームの参加があり、楽しく熱い戦

いが繰り広げられました。今年も多くの方の参

加をお待ちしております。

町民ソフトボール大会 ジュニアスイミングスクール

期　日　　8月2日（火）～8月5日（金）

会　場　　苫前町Ｂ＆Ｇ海洋センター
対　象　　小・中学生
夏休みにもっと泳げるようになってみませんか。

短期集中練習で、自分の泳ぎをレベルアップ！

詳しい内容は後日回覧でお知らせします。

◇ コミュニティ助成金で『芝刈機』を購入 ◇
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今
月
の
担
当
は
佐
藤
保
健
師
で
す
。 

『
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
に
つ
い
て
』 

健　　康 
ばんざい 

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
、
主
に
肝

臓
に
寄
生
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。

自
覚
症
状
と
し
て
は
、
肝
機
能
障
害

に
伴
う
疲
れ
や
す
さ
、
上
腹
部
・
肝

臓
の
あ
た
り
の
不
快
感
、
黄
疸
な
ど

の
症
状
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
感
染
し
て
か
ら
自
覚
症

状
が
出
る
ま
で
に
数
年
か
ら
数
十
年

か
か
る
た
め
、
自
覚
症
状
が
出
る
頃

に
は
、
か
な
り
病
気
が
悪
化
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
、
命
に
か
か
わ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
と
は
、
エ
キ

ノ
コ
ッ
ク
ス
と
い
う
寄
生
虫
が
、
キ

ツ
ネ
に
寄
生
し
、
そ
の
キ
ツ
ネ
や
そ

の
糞
に
直
接
触
っ
た
り
、
糞
に
汚
染

さ
れ
た
山
菜
や
沢
水
を
口
に
す
る
こ

と
で
、
感
染
す
る
病
気
で
す
。

ま
た
、
キ
ツ
ネ
だ
け
で
は
な
く
、

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
幼
虫
が
寄
生
し

た
ネ
ズ
ミ
を
食
べ
た
イ
ヌ
や
ネ
コ
に

も
寄
生
す
る
こ
と
が
あ
り
、
ネ
コ
や

イ
ヌ
か
ら
人
に
感
染
す
る
危
険
性
も

あ
り
ま
す
。

苫
前
町
で
も
、
よ
く
み
か
け
る
キ
ツ
ネ
。
最
近
は
、
山
の
中
だ
け
で
は
な
く
、

家
の
近
く
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
キ
ツ
ネ
が
、
主
な
感
染
源
と

な
る
病
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
で
す
。

で
す
か
ら
、
自
覚
症
状
は
な
く
て

も
早
期
発
見
す
る
た
め
に
、
検
査
を

受
け
、
感
染
し
て
い
な
い
か
、
確
認

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

苫
前
町
で
は
、
五
年
に
一
度
検
査

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
対
象
地
区

を
決
め
て
、
毎
年
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス

症
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
小
川
・
岩
見
・
東

川
・
香
川
・
長
島
・
三
渓
・
九
重
・

旭
地
区
が
、対
象
地
区
と
な
り
ま
す
。

日
程
は
、
平
成
17
年
９
月
１
日

（
木
）
〜
４
日
（
日
）、
平
成
18
年
２

月
２
日
（
木
）
〜
３
日（
金
）で
す
。

（
総
合
健
診
と
同
様
の
日
程
で
す
）

対
象
地
区
の
方
は
、
今
年
度
ぜ
ひ

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
改
め
て

回
覧
致
し
ま
す
の
で
、ご
覧
下
さ
い
。

◇
外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
必
ず
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。

◇
野
山
の
果
実
や
山
菜
な
ど
は
、
よ

く
洗
う
か
、
十
分
に
熱
を
加
え
ま

し
ょ
う
。

◇
生
ゴ
ミ
な
ど
キ
ツ
ネ
の
餌
に
な
る

も
の
は
、
き
ち
ん
と
処
理
を
し
ま

し
ょ
う
。

◇
キ
ツ
ネ
を
餌
付
け
し
た
り
、
手
に

触
れ
る
こ
と
は
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

◇
沢
水
や
小
川
の
生
水
は
飲
ま
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
野
ネ
ズ
ミ
を
捕
ま
え
て
食
べ
な
い

よ
う
に
、
犬
の
放
し
飼
い
は
、
や

め
ま
し
ょ
う
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
の
予
防

エキノコックスの
寄生サイクル

（成虫） （成虫）

①便とともに
卵が排泄さ
れる

③キツネ等が
ねずみを
食べて感染

幼虫が寄生
している
肝臓

②食べ物とともに卵が
口から入って感染

（幼虫）
卵が口から
入って感染

卵
が
口
か
ら

入
っ
て
感
染

（卵）

（幼虫） （幼虫）
感染する

感染しない

Dr.小野の処方せん 

甘
〜
い
イ
チ
ゴ
で
に
っ
こ
り

柴
田
農
園
で
カ
ン
ガ
ル
ー
ス
ク
ー
ル

六
月
十
八
日
字
九
重
の
柴
田
雅
紀
イ
チ

ゴ
農
園
で
、
カ
ン
ガ
ル
ー
ス
ク
ー
ル
が
行

わ
れ
、
参
加
し
た
親
子
十
一
組
三
十
名
が
、

イ
チ
ゴ
狩
り
を
楽
し
ん
だ
。

同
農
園
は
、
春
の
低
温
で
十
日
ほ
ど
遅

れ
て
い
た
が
、
六
月
十
一
日
に
オ
ー
プ
ン
。

品
種
「
き
た
え
く
ぼ
」
と
「
け
ん
た
ろ
う
」

が
用
意
さ
れ
、
ハ
ウ
ス
内
で
甘
い
イ
チ
ゴ

の
香
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
は
「
甘
く
て
、
お
い
し
い
」
と

口
い
っ
ぱ
い
に
イ
チ
ゴ
を
頬
張
っ
て
い
た
。

食中毒の病原細菌と予防
①食品内素素型（食品内で増殖した菌が産生する毒素を摂取）
◇ブドウ球菌
２～６時間で急激な吐き気、嘔吐、腹痛、下痢
◇ボツリヌス菌
いずしなどで12～24時間で神経症状、悪心嘔吐

②生体内毒素型（食品内で増殖した大量の菌を摂取し、腸管内で毒素産生）
◇腸炎ビブリオ
汚染魚介類にて４～48時間で下痢、腹痛、嘔吐、発熱
◇腸管出血性大腸菌
主にO-157。給食や飲用水からベロ毒素にて出血性下痢

③侵入型（腸管内に侵入し発症）
◇サルモネラ
鶏卵、食肉より８～48時間で腹痛、嘔吐、下痢、発熱
◇キャンピロバクター
鶏肉などから２～７日で発熱、倦怠感、悪心嘔吐

《予防方法》
大部分の原因菌は30～37℃で最もよく増殖し、マイナス20℃以下で
は休止冬眠状態で生存。解凍すると増殖します。
増殖させないためには、高温（65度で数分間、75度で1分以上の加熱）
で殺菌し、乾燥、低温保存する。調理器具の洗浄、乾燥、手洗いの励行
も大切です。

苫前クリニック院長　小野哲郎

イチゴを思う存分味わう子どもたち
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

保
険
税
の
額
は
、
国
保
加
入
者
の

医
療
費
総
額
で
算
定
さ
れ
る
基

礎
課
税
額
（
医
療
費
分
）
と
、
介
護

保
険
第
２
号
被
保
険
者
の
人
数
に
応

じ
て
算
定
さ
れ
る
介
護
納
付
金
課
税

額
（
介
護
保
険
分
）
と
に
区
分
さ
れ
、

こ
の
合
算
額
が
国
保
税
の
課
税
額
と

な
り
ま
す
。（
年
六
期
に
て
納
付
書
を

発
行
）

基
礎
課
税
額
は
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
な
ど
予
測
さ
れ
る
医
療
費
の

総
額
を
算
出
し
、
皆
さ
ん
が
受
診
時

に
支
払
う
一
部
負
担
金
額
と
国
な
ど

か
ら
の
補
助
金
な
ど
を
除
い
た
分
が
、

基
礎
課
税
額
の
必
要
総
額
と
な
り
ま

国
保
の
保
険
税
は
ど
の
よ
う
に

決
め
ら
れ
て
い
る
の
？

す
。
こ
の
必
要
総
額
を
国
保
加
入
世

帯
の
負
担
能
力
や
加
入
者
数
に
応
じ

て
、
公
平
に
負
担
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。（
但
し
、
五
十
三
万
円
が
限
度
）

介
護
納
付
金
課
税
額
は
、
苫
前
町

国
保
が
第
２
号
被
保
険
者
数

（
四
〇
歳
以
上
六
五
歳
未
満
）に
応
じ

て
納
付
す
る
介
護
納
付
金
額
か
ら
、

国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を
除
い
た
必

要
総
額
を
、
第
２
号
被
保
険
者
が
い

る
世
帯
で
、
負
担
能
力
や
加
入
者
数

に
応
じ
て
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。（
但
し
、
八
万
円
が
限
度
）

こ
の
保
険
税
率
の
う
ち
、
介
護
納

付
金
課
税
額
は
、
介
護
保
険
制
度
が

始
ま
っ
た
平
成
十
二
年
度
以
降
、
高

齢
人
口
の
増
加
と
と
も
に
、
介
護
納

付
金
額
が
増
加
し
、
こ
れ
ま
で
の
税

率
で
は
、
不
足
が
生
じ
る
事
態
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
町
で
は
、
国
保
運

営
協
議
会
の
答
申
を
経
て
、
六
月
の

町
議
会
で
「
苫
前
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

を
提
案
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
よ
り
平
成
十
七
年
度

か
ら
は
、
上
記
の
表
の
と
お
り
介
護

納
付
金
課
税
額
に
係
る
保
険
税
率
を

改
正
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

加
入
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
国
保
事
業
の
運
営
に
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。（
基
礎
課
税
額
分
に
つ
い
て

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

国民健康保険税における税率改正内容

区　　分

所　得　割

資　産　割

均　等　割

平　等　割

課税限度額

基礎課税額

改正なし

8.00％

40.0％

31,000円

33,000円

530,000円

介護給付金課税額

改正前 改正後

0.40％

4.50％

5,000円

3,100円

80,000円

0.65％

6.50％

6,000円

5,000円

80,000円

介護保険制度では、在宅でサービ

スを受けるか、施設に入所してサー

ビスを受けるかは利用者本人が選択

することとなります。施設サービス

を利用できるのは要介護１～要介護

５までの要介護認定を受けた方に限

られます。

介護保険で利用できるサービス～施設サービス

お問い合わせ先　苫前町役場町民課しあわせ係
� 0164-64-2215（内線273）まで

介護保険で利用できる３種類の施設
介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム） 介護老人保健施設 介護療養型医療施設

入浴、食事、排泄、着
替えなどの日常生活上
の世話、機能訓練、健
康管理、レクーション
等

介護やリハビリ、必要
な医療を行い、在宅生
活への復帰を目指すリ
ハビリ施設

療養上の管理、看護や
医学的管理のもとでの
介護や世話、機能訓練
等

施設サービスを利用したときの自己負担はいくらかかるの？

施設サービス費の１割＋食費（標準負担額）＋日常生活費（理美容代など）

要 支 援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

要介護度

■費用のめやす（１ヶ月の自己負担）

20,310円
22,440円
24,540円
26,670円
28,770円

24,570円
26,040円
27,630円
29,250円
30,840円

24,030円
25,590円
27,150円
28,630円
30,240円

■食費の標準負担額（１ヶ月の自己負担分）

（1）課 税 世 帯

約23,400円

（1日780円）

（2）住民税世帯非課税者等

約15,000円

（1日500円）

（3）（1）（2）以外

約9,000円

（1日300円）

介護老人
福祉施設

介護老人
保健施設

介護療養型
医療施設

施設サービスは利用できません

国保税税率改正のお知らせ
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夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来
に
合
せ

て
、
海
水
浴
場
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
が

七
月
二
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
楽
し
い
夏
の
思

い
出
と
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
を

安
心
し
て
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
に
、
次
の
「
海
水
浴
場
利
用
者

の
心
得
」
を
お
守
り
下
さ
い
。

海
水
浴
場
利
用
者
の
心
得

◇
標
旗
、
う
き
等
に
よ
っ
て
区
画
さ

れ
た
区
域
内
で
遊
泳
し
ま
し
ょ
う
。

◇
か
な
ら
ず
準
備
体
操
を
行
い
、
身

体
を
濡
ら
し
な
が
ら
、
水
に
入
り

ま
し
ょ
う
。

◇
次
の
よ
う
な
状
況
の
と
き
は
、
遊

泳
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
開
設
者
が
定
め
た
利
用
時
間
外

（
夜
間
・
早
朝
）
で
あ
る
と
き

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
モ
リ
や
水
中
銃
等
を
使
用
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
危
険
な
遊
技
等
を
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◇
公
衆
の
安
全
、
衛
生
及
び
風
紀
を

損
な
う
よ
う
な
行
為
は
や
め
ま
し

ょ
う

◇
海
水
浴
場
へ
自
家
用
自
動
車
で
出

か
け
る
と
き
は
、
交
通
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
特
に
往
復

で
の
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

◇
高
波
一

以
上
、
気
温
二
〇
度
以

下
の
場
合
は
、
遊
泳
禁
止
と
な
り

ま
す

メ
ー
ト
ル

道の仕事のことで、皆さん自身の利害
にかかわる苦情は、「苦情審査委員」に申
し立ててください。
簡易な手続きで、苦情審査委員が中立
的な立場から、道の業務や制度の内容を
調査するなど苦情の解決に向けて、迅速
に処理します。
個人情報の保護には十分配慮します。

○苦情の窓口
道　庁：道民相談センター
各支庁：道民相談室
○苦情の申し立て方法
所定の「苦情申立書」に必要事項を記
入し、提出
○提出方法
郵送、ファックス、メールでも申立て
ができます。
制度の概要と苦情申立書をセットにし
たリーフレットを用意しています。
苦情の窓口へ連絡して下さい。
○苦情審査委員制度のお知らせ
北海道のホームページのトップページ
の苦情・照会の窓口からご覧下さい。
http://www.pref.hokkaido.jp/menu.html

○連絡先
北海道総合企画部道民相談センター
札幌市中央区北3条西6丁目
TEL０１１－２３１－４１１１

（内線２２-７０６・２２-７０７）
FAX０１１－２３１－８１８１
E-mail:soudan.soudan@pref.hokkaido.jp

他　各支庁総務部総務課道民相談室

②
開
設
者
が
遊
泳
す
る
こ
と
が
危
険

又
は
不
適
当
と
認
め
、
遊
泳
を
禁

止
し
た
と
き

③
体
調
が
悪
い
と
き

④
酒
類
を
飲
ん
だ
と
き

◇
遊
泳
区
域
を
表
示
す
る
標
旗
、
う

き
等
を
移
動
し
た
り
、
壊
し
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
他
人
の
迷
惑
と
な
る
行
為
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
幼
児
や
児
童
に
は
、
必
ず
親
な
ど

保
護
者
が
同
伴
し
ま
し
ょ
う
。

◇
空
き
缶
、
空
ビ
ン
等
の
ゴ
ミ
は
、

家
庭
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◇
魚
貝
を
採
取
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◇
遊
泳
区
域
内
に
、
ヨ
ッ
ト
、
サ
ー

フ
ボ
ー
ド
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
等
を
乗
り
入
れ

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

【
ド
ラ
イ
バ
ー
】

○
無
理
な
行
程
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、
事
前
に
運
行
計
画
を
。

○
行
楽
地
で
は
、
渋
滞
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
余
裕
も
っ
て
急
が
な
い
こ

と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
急
ぐ
あ
ま
り
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過

ぎ
た
り
、
無
理
な
追
い
越
し
は
、

重
大
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

譲
り
合
い
の
気
持
ち
で
、
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
歩
行
者
】

○
夏
は
暑
さ
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
注
意

力
は
散
漫
に
な
り
が
ち
で
す
。
あ

な
た
の
存
在
に
気
付
か
な
い
こ
と

も
。
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

車
が
止
ま
る
と
油
断
せ
ず
、
停
止

し
て
か
ら
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

羽
　
幌
　
警
　
察
　
署

夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
本
格
化

交
通
事
故
防
止
の
心
構
え

平
成
17
年
度

自

衛

官

募

集

道政への苦情は、
苦情審査委員へ

ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
オ
ー
プ
ン

７
月
２
日
〜
８
月
20
日

マナーを守り、楽しい夏を
お過ごし下さい。

募集種目
2等陸･
海･空士

航　空　学　生

曹　候　補　士

一般曹候補学生

●試験科目は、募集種目により異なります。細部はお問い合わせください。
●問い合わせ先　○自衛隊留萌募集事務所　　℡０１６４－４２－４６５０

18歳以上27歳未満の男子

18歳以上27歳未満

18歳以上27歳未満

18歳以上24歳未満

高卒（見込含）21歳未満

8月21日

男子：9月16日、女子：9月26日

１次：9月17日、２次：10月8日～10日

１次：9月17日、２次：10月8日～10日
１次：9月23日、２次：10月15日～20日
３次：11月13日～12月9日

平成17年10月

平成18年4月上旬

平成18年

3月下旬

～4月上旬

8月15日

9月8日

9月8日

9月8日

9月8日

看　護　学　生 高卒（見込含）24歳未満 １次：10月16日、２次：11月18日・19日9月30日

10月採用

3･4月採用

資　　格 受付締切 試　験　期　日 入隊（校）



１等　２億円×４２本
前後賞各５,０００万円

２等　１億円×４２本
３等　１千万円が４２０本！
（３等１千万円は、５年ぶり復活！）
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戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

お
　
詫
　
び

滝
本
　
春
吉
（
78
歳
）
５
月
21
日

古
丹
別

深
井
　
末
蔵
（
67
歳
）
５
月
23
日

旭

運
上
　
一
俊
（
80
歳
）
５
月
29
日

三
　
豊

杉
野
　
　
優
（
75
歳
）
６
月
１
日

九
　
重

広
報
六
月
号
に
お
け
る
出
生
者
齊

藤
旺
佑
さ
ん
の
続
柄
長
男
を
長
女
と

誤
っ
て
記
載
し
て
お
り
ま
し
た
。
関

係
者
の
皆
様
に
深
く
お
詫
び
申
し
あ

げ
ま
す
。

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

1等前後賞合せ3億円！
サマージャンボ宝くじは、

１等　２億円×４２本
前後賞各５,０００万円

２等　１億円×４２本
３等　１千万円が４２０本！
（３等１千万円は、５年ぶり復活！）

◆発売期間：７月１５日（金）から
８月 ２日（火）まで

◆抽 選 日：８月１２日（金）
※この宝くじは通信販売でも買うことも
できます。
※この宝くじ収益金は、市町村の明るく
住みよい街づくりに使われます。
※昨年のサマージャンボ宝くじ（第479
回全国自治宝くじ）の時効（平成17年
8月15日）が迫っておりますのでお忘
れなく。

苫
前
町
へ
の
寄
付

○
古
丹
別
　
加
　
藤
　
富
　
雄
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
古
丹
別
　
伊
　
藤
　
幸
　
夫
　
様

各
団
体
ク
ラ
ブ
等
へ
の
寄
付

（
九
重
白
葉
会
へ
）

○
九
　
重
　
倉
　
田
　
靖
　
子
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

トップの決意とみんなの創意！
リスクを減らして進める安全！

全国安全週間2005
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北
海
道
で
は
、
軽
油
に
灯
油
や
重

油
を
混
和
す
る
な
ど
し
た
不
正
軽
油

に
よ
る
軽
油
引
取
税
の
脱
税
を
防
止

す
る
た
め
、
７
月
を
「
不
正
軽
油
防

止
強
化
月
間
」
と
定
め
、
不
正
軽
油

を
「
売
ら
な
い
。
買
わ
な
い
。
使
わ

な
い
」
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

不
正
軽
油
に
つ
い
て
、
見
た
り
聞

い
た
り
し
た
と
き
は
、
不
正
軽
油
１

１
０
番
（
０
１
２
０
・
９
７
１
・
１

９
１
通
話
料
無
料
）
ま
で
情
報
を
お

寄
せ
下
さ
い
。
な
お
、
Ｅ
メ
ー
ル

（ru
m
o
i.zeim

u
1
@
p
ref.h

o
kkaid

o
.jp
)

で
も
情
報
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

留
萌
支
庁
総
務
部
税
務
課

雇
用
均
等
室
で
は
、
次
の
よ
う
な

職
場
に
お
け
る
男
女
異
な
っ
た
扱
い

に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

①
運
転
手
に
応
募
し
よ
う
と
し
た
ら

女
性
だ
か
ら
と
断
ら
れ
た
。

②
女
性
は
、
長
く
勤
め
て
も
管
理
職

に
な
れ
な
い
。

③
妊
娠
を
会
社
に
報
告
し
た
ら
、
契

約
社
員
へ
の
変
更
に
応
じ
な
け
れ

ば
辞
め
て
も
ら
う
と
言
わ
れ
た
。

④
上
司
か
ら
の
性
的
嫌
が
ら
せ
を
会

社
に
報
告
し
た
の
に
、
何
も
し
て

く
れ
な
い
。

★
電
話
番
号

〇
一
一
―
七
〇
九
―
二
七
一
五

★
受
付
時
間

平
日
の
八
時
三
〇
分
か
ら
十
七
時

職
場
の
男
女
差
別
に
関
す
る
相
談
は

北
海
道
労
働
局
雇
用
均
等
室
に
！

第
五
十
八
回
全
国
植
樹
祭
北
海
道

実
行
委
員
会
（
事
務
局
・
北
海
道
水

産
林
務
部
）
で
は
、
平
成
十
九
年
に

苫
小
牧
市
で
行
わ
れ
る
第
五
十
八
回

全
国
植
樹
祭
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
公
募
作
品

大
会
テ
ー
マ
「
明
日
へ
未
来
へ
北

の
大
地
の
森
づ
く
り
」
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
親
し
み
や
す
く
、
覚
え
や
す
い

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
。

◆
作
品
規
格

①
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
版
用
紙
に
、

天
地
左
右
各
３

の
余
白
を
と
り
、

デ
ザ
イ
ン
及
び
製
作
意
図
を
明
記
。

②
作
品
裏
面
に
応
募
者
の
氏
名
、
住

所
及
び
職
業
を
明
記
。

③
作
画
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ソ
フ
ト
又
は
、
手
書
き
に
よ

る
も
の
と
し
、
色
彩
は
自
由
。

◆
応
募
締
切
　

平
成
十
七
年
七
月
二
十
九
日

◆
賞
品

採
用
作
品
に
は
、
賞
状
及
び
副
賞

（
五
万
円
相
当
賞
品
）を
贈
呈

◆
応
募
先
・
お
問
合
せ
先

〒
０
６
０
―
８
５
５
８

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
７
丁
目

道
庁
別
館
４
階

全
国
植
樹
祭
準
備
室
（
担
当
似
鳥
）

電
話
０
１
１
・
２
３
１
・
４
１
１
１
　

（
内
線
２
８
―
８
４
４
）

セ
ン
チ

全
国
植
樹
祭

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
で
は
、

海
上
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
灯
台
の
意
義
や
重
要
性
を
理
解
い

た
だ
く
た
め
、
北
海
道
に
あ
る
灯
台

の
風
景
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
期
間
　
九
月
三
十
日
ま
で

◆
賞
　
第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
長

賞
他
十
八
点

◆
入
賞
発
表
　
平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
（
灯
台
記
念
日
）

◆
応
募
作
品
　
①
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

の
み
参
加
可
、
②
今
年
四
月
一
日

以
降
撮
影
の
も
の
、
③
一
人
二
点

以
内
で
、
他
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応

募
不
可

◆
応
募
問
合
せ
先
　
第
一
管
区
海
上

保
安
本
部
交
通
企
画
課
（
〒
〇
四
七

―
八
五
六
〇
小
樽
市
港
町
五
―
三
、

電
話
〇
一
三
四
・
二
七
・
〇
一
一
八
）

Ｅ
メ
ー
ルko

tsu
kikaku

-1
@

kaih
o
.m
lit.go

.jp

７月 町税の納期

今月は、
固 定 資 産 税
国民健康保険税
介 護 保 険 料

の納入月です。
納期内納入にご協力願います。

厚生労働省では、中央労働災害防止協
会と共同で、安全意識の高揚と安全活動
の定着を図るため、毎年全国安全週間を
実施しています。

七
月
は

不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間

灯
台
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集
！



風力発電の売電状況
（町営分）

17年の実績（１月～５月分）
２５，０４５，３０９円

平成17年５月分の実績
・供給電力量

１８７，１４０ｋＷｈ
２，３４８，１３９円

（設備利用率１１．８１％）

▽
苫
前
保
育
園
の
運
動
会
に
参
加

し
、
組
別
の
保
護
者
競
技
に
出
場
。

何
と
ア
ン
カ
ー
を
す
る
こ
と
に
！

▽
周
り
を
見
る
と
、
二
十
代
の
お

父
さ
ん
ば
か
り
。（
出
場
し
た
こ
と

を
後
悔
）
▽
走
っ
て
み
る
と
、
想

像
し
た
と
お
り
。
▽
昔
は
「
速
か

っ
た
」
と
子
ど
も
に
言
っ
て
み
て

も
、
ま
る
で
説
得
力
な
し
。
▽
や

は
り
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
必
要
と
実

感
し
た
一
日
で
し
た
。

編

集

雑

記

帳

このコーナーは、町内の保
育所（園）や小中学校の園
児や児童生徒の作品を紹介
します。ひとりでも多くの
作品を紹介したいと思って
います。
８月号の予定は苫前中学校
の生徒のみなさんです。

古丹別小学校児童の作品

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『 作 　 文 』

文の最後のは
らいが、うま
く出来ました。

４年

鈴木　祐太くん

『 作 　 文 』

いつも以上に、
とても上手に
できて、うれ
しかったです。

４年

前川　�希くん

『 岩 　 山 』

岩山のバラン
スがうまくと
れて、良かっ
たです。

５年

成田由莉彩さん

『 岩 　 山 』

山のバランス
がうまくとれ
て、良かった
です。

５年

伊藤　佳織さん

『 作 　 文 』

「作文」のバラ
ンスがよかっ
たと思います。

４年

花井　美希さん

『 岩 　 山 』

文字の大きさ
が、そろえら
れて、よかっ
たと思います。

５年

田井　水晶さん

『バナナ』

わたしはバナナが
好きなので、えん
ぴつがバナナにか
わるのをつくりま
した。

２年

齊藤ななみさん

『車からトラック』

車のかたちが
うまくいきました。

２年

中嶋　良純くん

苫前町の交通事故情報
平成17年５月末現在

交通事故死ゼロ日数は

５月31日現在で395日

発生件数

２件

死者数

０人

負傷者数

２人
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